
　
方
針
と

　
　
　
重
点

　
市
の

　
基
本
施
策

　
学
校
の

　
教
育
目
標

育
て
た
い

資
質
・
能
力

評

価

A
～

D

① B

① B

③ A

② B

② A

② A

③ A

③ A

教

師

の

構

え

④ A

学校は、学校や生徒の様子を分かりやすく伝えている…100％
・学校便りや連絡システム「すぐーる」を活用し、随時、生徒たちの活動の詳細を保護者に発信した。
・９月の授業参観では、全学年が「探究（総合的な学習の時間）」を公開し、保護者参加型の授業（１年生：モリトミラ
イ　２年生：職業講話　３年生：SDGs de 地方創生カードゲーム）を実施した。
地域へ積極的に働きかける生徒会活動
・生徒会が主体となり、年間を通じて地域の高齢者の方々や地域の皆様とつながる活動を実施した。花を届ける活
動では、生徒一人一人が、二鉢の花の苗を植え、夏休みの間に家庭で育てた後、９月に地域の高齢者の方々へお
届けしました。お花を受け取られた方々から「綺麗なお花をありがとう」「去年いただいた植木にも、今年も花が咲きま
したよ」といった温かいお言葉をいただき、生徒たちは大変喜んでいた。
北稜校区保小中の連携
・保育園（本郷保育園、栃尾保育園）、小学校（本郷小学校、栃尾小学校）、本校の教職員が一同に集まり、児童生
徒の様子や地域の課題等を対話する機会を設けた。

①対話を通して学びを深める教科指導
②個と向き合う教科指導

学びの深まりを実感できる授業づくり

目標を達成する自主学習

「なりたい自分」に近づくために努力している…83.9％
・４月、生徒たちは、これまでの生活体験を振り返り、自身の強み（長所）や弱み（短所）を見つめ直しながら、「なりた
い自分（生き方の目標）」を設定した。設定した「なりたい自分」と、それに向けて継続するべきことを記し、机上に
貼って視覚化した。
・三者懇談時（７・３月）に、「なりたい自分」とともに、目標の達成に向けて自己努力してきた過程を、保護者にプレゼ
ンテーションした。
主体的・自治的な特別活動
・生徒が主体となって学校行事の企画、運営を行い、生徒一人一人が「自分らしさ」を発揮できる場を大切にしてき
た。体育祭では、実行委員の生徒が、「運動の得意な子も苦手な子も、楽しめる体育祭にしたい」という願いをもち、
選択種目（玉入れ、綱引き）を実施した。また、「地域の皆様や先生方にも楽しんでいただきたい」という思いから、参
観者参加型種目や教職員参加型種目も企画、実施した。
・北稜祭（合唱祭）、高山市・白川村中学校音楽会では、生徒会が大切にしている合唱活動の成果を発表し、保護
者や地域の皆様から温かいお言葉をいただいた。

安心して学校に通っている…100％
先生たちは、あなたのよさを認め、励ましている…92.9％
・「複数担任制」の体制をとり、複数の教員が一つの学級を担当することによって、複数の教職員が協力して一人一
人の生徒を見守り、それぞれの実態に応じた指導や支援をしてきた。また、毎週月曜日の放課後には、全教職員で
生徒の学習状況や生活状況について情報共有し、より良い指導、支援につなげる取り組みを行ってきた。
・生徒が自己選択や自己決定を繰り返し経験することで、「なりたい自分」に近づけるよう、三つの問いかけ（①「どう
した？」②「どうしたい？」③「どんなサポートをしてほしい？」）を大切にして指導、支援してきた。

授業は「楽しい」…80.3％　　授業は「分かる」…94.6％
・授業の冒頭から生徒同士が活発に意見を交わせるよう、習熟度別コースや小グループでの学習形態などを取り入
れて授業を進めてきたことによって、分からずに思考が止まっていた生徒も課題解決に向かうことができた。
・また、３ヵ月に一度、生徒を対象に授業に関するアンケートを実施し、「授業の形態は適切か」「内容は理解しやす
いか」などについて意見を募った。この結果を踏まえ、授業の進め方を見直すなどの授業改善を行った。
目標達成に向けて、自分で計画を立てて、家庭学習に取り組んでいる…78.6％
・教員は、「事前に単元テスト及び期末テストの日時を告知すること」を徹底した。生徒は、「フォーサイト手帳」を活用
し、目標を達成するために①何を②どうやって③何時間を記入し、学習努力を続けることで、目標を達成する力が身
に付いてきた。
・「全校生徒で家庭学習の在り方について考える」時間を設け、異学年の生徒同士が学習方法について交流した。
その結果、多くの生徒が「目標を達成するためには、自分に合った学習方法を見つけることが大切である」という認
識を深めた。
探究的な「総合的な学習の時間」
・生徒一人一人が「自分らしさ」を自覚し、それを十分に発揮できるよう、「探究（総合的な学習の時間）」の一環とし
て、『My Passion Project（マイパッションプロジェクト）』に取り組んできた。また、各学年の「探究（総合的な学習の時
間）」では、地域の人材や資源を活用し、生徒が主体的に学ぶ探究的な学習を行った。３年生では、『地域協働プロ
ジェクト』を実施した。探究のねらいを理解していただいた地域協力者の皆様にご協力いただき、「自分らしさ」×「地
域課題」を、仲間や地域協力者と対話しながら協働的に学びを進めた。

・飛騨教育事務所学校訪問事業（指導力向上訪問等）を活用し、授業改善に努めた。また、飛騨市立神岡中学校と
連携し、「教科指導力向上研修」を実施してきた。
・複数担任制により担任同士の対話が大切にされ、若手職員が一人で不安を抱えることなく、個の強みを生かして
生徒の指導にあたることができた。
・「自らの勤務を管理する力」を育成する為に、①何時までに②何の業務を終わらせるか③明確（宣言）にすることに
よって、昨年度より時間外勤務の平均時間が減少した。
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令和６年度　高山市立北稜中学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　　直井　秀樹　
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）

             　　　　　　　　　　　　　　　分析と改善点（「後期学校評価アンケート」の結果より）
・「後期学校評価アンケート」は、生徒と保護者が4件法で回答
・「学びづくり」「生き方づくり」は、生徒の回答結果を明示
・「誇りづくり」は、保護者の回答結果を明示
※回答結果は、肯定的評価（あてはまる、どちらかといえばあてはまる）の割合
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対話し自ら動き出す職員集団

個に寄り添い、向き合う教育相談

家庭との連携

探究的な「総合的な学習の時間」

継続した「なりたい自分」づくり

主体的・自治的な特別活動

地域との連携

学校運営協議会における主な評価内容

①目標設定及び計画の立て方、振り返りの見届け
②手帳によるﾀｲﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの見届け
③個に応じたｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの充実

全校：My Passion Project（個人探究）
１年：郷土を知る（自然、環境、産業、歴史等）
２年：郷土の人に学ぶ（生き方、職業観）
３年：郷土を守り拓く（地域協働ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

①学校便り、各種広報、SNS等による情報発信
②学校公開（授業参観３回＋講演会２回＋三者懇談２回）

①北稜校区保小中の連携
②学校運営協議会との連携
③独居老人との年間を通じた交流
④たからまちづくり協議会との連携

①深い学びを実感させる教科専門性の向上
②深い生徒理解と見届け、価値付けの指導
③勤務時間内のﾀｲﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（時間外勤務時間４５時間以内）
④危機管理意識をもち、素早い情報共有と対応

①「なりたい自分」の自己開示
②仲間の生き方から学ぶ場の設定
③自分らしさを表出する場の設定

①願いと見通しを大切に生徒に任せる指導
　・体育祭、北稜祭、３年生を送る会、地域貢献活動
②責任をもたせる一人一役の指導

①一人ひとりの居場所づくり（ｱﾙﾌﾟｽ教室の活用等）
②組織的な教育相談の充実（全職員ﾏｲｻﾎﾟｰﾀｰ制度）
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※右記の二次元コード（ＱＲ

コード）を読み取ると、「後期学

校評価アンケートの結果と教育

実践」をご覧いただけます。

・授業を参観し、生徒たちが対話を重視していることがよく分かった。意見をまとめて発信することは、実社会でも共通する大切なことであり、感心した。

・「地域協働プロジェクト」は、地域と連携して取り組みであり、さらに実社会で必要な資質、能力を育むことが考えられているところが素晴らしい。

・「篠原無然没後100年行事」で北稜中の合唱を聞かれた地域住民から「感銘を受けた」という声を聞いた。


